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演習林の「安全衛生管理」
演習林安全衛生管理委員会 荒木田善隆

演習林（８カ所）：職員数１５８名
千葉，北海道，秩父，愛知，富士，樹芸，
田無，研究部

（法人化）（２００４．４）

単独事業場（４）：千葉，北海道，秩父，愛知
本郷事業場（４）：富士，樹芸，田無，研究部

「国家公務員法」 － 「人事院規則」
↓ ↓

「労働基準法」 － 「労働安全衛生法」

（分断スタート）

１．「安全作業の手引き」の作成
＜内容＞ （２００５年４月）

・種苗，造林，直営生産，土木，収穫調査に係る
個々の作業毎（人力，機械等）の遵守事項等を
細目に渡って記載

・作業日誌及びヒヤリハット報告の義務づけ
・作業開始前，終了時のTBMの励行

２．『演習林安全衛生管理員会』の立ち上げ
＜業務＞ （２００８年６月）

・災害・HH情報取りまとめ→演習林全体に周知
・災害・HH情報の傾向の分析と対策（注意喚起！）
・研究科MSの推進，演習林内の取りまとめ

・講習会等安全衛生関係事業の推進

＜委員構成＞
委員長→委員（教員代表・技術職員代表 ）→各演委員
（教授） （研究部長・統括技術長） （MS担当者）

演習林の「安全衛生管理」の統一
（４事業場と本郷事業場に組み入れたれた４施設が，
それぞれ個別に「安全衛生管理」に取り組むには多
くの負担が強いられる）

広葉樹伐採技術安全講習
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災害の発生時刻（蜂刺され除く）

102

914その他

12伐採木異方向倒れ

13ﾁｪﾝｿｰ関連

33ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ作業

34落石遭遇

34枝，雪塊落下

45危険動物遭遇

46道具類の手離れ等

78玉切り丸太転がり

710公用車

810ｽﾉｰﾓﾋﾞﾙ

814蜂遭遇

1019歩行中

20,30代件数件数種別

ヒヤリハットの種別

安全日誌

１０時台（５件）内訳：１０分（１件）．３０分（４件）
↓（小休止後? ）

対策：作業再開時のTBMの実施喚起！


